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令和元年度三沢市放送番組審議会 会議録 

開催日時 令和元年１０月２４日（木）午後２時３０分～４時００分 

場  所 三沢市国際交流教育センター １階 団体活動室 

出 席 者 

会長 蝦名 隆至 委員 長堀 晶 

副会長 岩本 ヤヨエ 委員 袴田 弘子 

委員 山上 里美 委員 田村 修一 

委員 石岡 通秀   

事務局 

・三沢市広報広聴課長 小松 栄二 

・ＣＡＴＶ情報室 室長兼放送サービス係長 種市 浩継 

・主査 中野 和恵  ・主事 下道 裕太 

次  第 

１． 開会 

２． 委嘱状交付 

３． 市長あいさつ 

４． 出席者紹介 

５． 審議会について説明 

６． 組織会（会長・副会長選出） 

７． 会議 

（１）これまでの新たな取り組みについて 

  （２）令和元年度市民アンケート結果について 

  （３）今後の新たな取り組みについて 

８． 閉会 

会議の経過及び審議結果 

・委嘱状交付 

新委員となる３名中、審議会へ出席した２名へ、小檜山市長より委嘱状が交付された。 

・組織会 

会長に蝦名隆至委員、副会長に岩本ヤヨエ委員が選任された。 

・会議 

会議案件（１）から（３）について事務局より説明の後、委員による質疑、意見交換が

された。（内容は別紙のとおり） 
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【事務局より報告】 

・案件（１）これまでの新たな取り組みについて 

昨年度の市民アンケート及び同審議会の中での意見・要望に基づき、行ってき

た新たな取り組みや、改善について説明。また、昨年度に引き続き市民アンケー

トで多くの意見・要望があったデータ放送の「火災情報」について、更新速度及

び地図の精度向上に関し、事前に消防本部より得た回答について委員へ報告。 

・案件（２）令和元年度市民アンケート結果について 

８月に実施した市民アンケートについて、調査結果を報告。 

・案件（３）今後の新たな取り組みについて 

今回の市民アンケートの結果を受け、今年度の後半から来年度前半にかけての

新たな取り組み、検討事項について説明。 

 

【委員による質疑、意見交換】 

・案件（１）これまでの新たな取り組みについて 

委 員： 花火大会のカメラワークは、実際番組を拝見する中で、感じる事が出来る

変化だった。いつもと違うという事は、この資料を見る前に実際感じていた。

日々ちょっとした改善が行われていると画面を通して感じる事が出来ている

ので、視聴者として引き続き楽しみに見ていきたい。 

 

・案件（２）令和元年度市民アンケート結果について 

委 員： 郵送した 1,000 通について、抽出した対象、年齢構成について、完全に無

作為に抽出したのか？ 

事務局： 三沢市は高齢者の割合が高く、ただ無作為に 1,000 名を抽出すると自然に

高齢者が多くなってしまうので、16歳～35歳、36歳～55歳、56歳～75歳

までと三分割し、それぞれ 350名、全部で 1,050名を抽出し、発送日までの

死亡・転出者を除いた 1,000名に送付しました。 

 

委 員： 今年からネット回答が始まったという事で、郵送回答で一番多いのが 60

代の 50名、ネット回答で一番多いのが 40代の 48名、次いで 30代の 38名

ということで、やはり一般的なネットの活用世代が明確に出てきているなと

いう感じで、こういうのを待っていた人がいたのではないか。回答するのに

も、回答しやすかったのではないか。 

 

委 員： 興味のあるジャンルに、料理番組が一位に入ってきている。多くの女性の

中で、夕方５時すぎあたりから、料理番組を見たいという要望は高いと思う。

各お店の人を頼んで、土地の物を使った料理をするといった番組が、おそら
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く求められているのではないかと思うが、そういう企画はまだ出てこないだ

ろうか。 

事務局： 市と番組制作委託業者とで協力を計りながら、前向きに検討していきます。 

 

委 員： アンケート集計の仕方について、「好きなジャンル」と年齢層とのクロス集

計もしてみると、番組を企画する上で、参考になるのではないか？ 

 

・案件（３）今後の新たな取り組みについて 

委 員： 「データ放送の火災情報が遅い」というが意見がとても多い。今後の具体

的な取り組みとして、もう少し盛り込んだ方がいいのではないか。とても大

事なご意見だ。 

事務局： もっと早く出来るよう、消防とも相談しながら対応していきます。 

 

委 員： 災害時、情報がどのように伝えられるのか、というのは、市民の誰もが不

安なところである。東日本大震災の時、断線や停電で１２時間テレビが映ら

なかった所もある中で、栃木県のケーブルテレビではテレビが見られないと

いう状況は無かったという。センター側の機器が二重化を図っているからと

の事だが、三沢市ではどのような対策をしているのか？ 

事務局： 三沢市でも同様に、各家庭までではありませんが、途中の電波送信所まで

は二重化が完成しており、そこは無停電電源装置も付けており、災害時は、

カーナビや発電機があってテレビさえつけば、電波を受信してマックテレビ

を見る事が可能です。また、今年度で電波の送信所が全て完成しますので、

各地域において、有線放送から無線のアンテナに切替える工事を進めていく

計画になっており、アンテナでマックテレビ、民放、ＮＨＫを見て頂けるよ

うなサービスを進めております。今後、準備が整い次第、順次お知らせして

いきます。 

委 員： その件に関してはアンケートを見てもかなり不安に思っている人はいるよ

うなので、今後の新たな取り組みで「アンテナ切り替えについて周知する番

組の検討」が入っており、とても必要な事だと思う。 

 

委 員： 放送内容に関する意見で、「税金を使用して運営しているのであればやめた

方が良い」という厳しい意見もあるが、自分がたまたまテレビをつけた時に、

自分の好みの番組がやっていなかった、というそれだけの理由なこともある。

今までずっと撮りためてきた記録というのは三沢市の財産になっている。マ

ックテレビの存在は市民でも誇りに思えるところではないか。こういう意見

には屈しないで、ぜひやって頂きたい。「再放送ばかりが気になる」という意
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見もあるが、一回見た人は「ああまたか」と思うかもしれないが、また違う

人は、「見逃したけど、もう一回やってくれてよかったな」という人もいるか

もしれないし、その「またか」と思う人が特に書いてきているのであって、

「よかったな」と思う人の言葉はなかなか意見としては出てこないだけなの

ではないか。 

 

委 員： 「ＮＨＫは視ていないから受信料は払いたくない」、という話はよく聞くが、

子育てをするようになってから、ＮＨＫのＥテレの存在感、ありがたさがと

てもよく分かる。ごはん支度をするときに「おかあさんといっしょ」だとか、

子供番組をやってくれると、ごはんの支度ができる。「問３ 普段、よくテレ

ビをみる時間帯」について、午後３時～６時に視聴率が１%以下と一番低い。

この時間は親が晩ご飯の支度をするなど、大人が忙しい時間帯であり、ここ

で子供番組を放送してはどうか？  

 

委 員： 若者が減っていっている中で、この大きなメディアは使い方によってはも

のすごい武器である。アンケートの中にもあるが、リポーターに関する工夫

をしてみてはどうか。若い人、地域で暮らす次世代の人が届ける側にも回っ

てくるというか、地域のスターを、メディアを使って育てていくというか、

有名な人を連れてくるだけではなく、住んでいる人の中から、みんなが一つ

になれるような人を育てていく、ひいては、地域の一体感だったり、住んで

いる喜びだったり、お子さんを持っている人が「自分の子どもが出ているか

ら視る」という縦線だけではなく、エリア感というか一体感を、メディアを

通じて演出していけるのではないか。是非取り組みとしてご検討いただきた

い。 

 

・ケーブルテレビ全般に関して 

委 員： アンケートの要望にある、「道路工事の状況、どういう工事で、いつごろ終

わるのか」と「自衛隊の訓練の情報」に関して、これは何かで情報発信して

いるのか。浜三沢地区など、基地周辺は騒音が本当にすごい。今日は一体な

にがあるのか、という情報があると、大変助かる。そういった情報があれば、

マックテレビが市民にとってもっと身近な存在になるのではないか。 

事務局： 工事の情報は、文字放送で流していますが、見落としてしまうことも確か

にありますので、番組内でも、検討してみます。基地の情報は、データ放送

で発信していますが、基地の情報自体が夕方に出ることが多く、リアルタイ

ムではないかもしれません。データ放送で基地関連情報を流していると皆さ

んに知らせるよう、こちらでも考えていきます。 
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委 員： 工事については、市の工事と、県の工事がある。市内で行われている工事

については、県の工事についても伝えて頂ければ、更に良い。 

 

委 員： データ放送のおくやみは、亡くなった方の名前だけでなく、通夜の情報等

も流れているので、普通は努力して調べないとその情報まで入ってこないの

で、大変便利だと思う。 

委 員： 確かに、「おくやみ」はとても利用率の高い項目だと思う。新聞など見落と

している時があるので、大変助かっている。 

 

委 員： 「ＢＧＭの選曲が良い」という意見が見られるが、音楽はどなたが担当さ

れているのか？ 

事務局： 番組制作委託業者のスタッフです。各コーナーで担当が違いますが、お互

いに意見交換して決めているので、一人で偏っているということは無いです。

今回に限らずＢＧＭに関してはアンケートでも色々な意見を頂くので、こち

らも意識しながら、皆さんが喜びそうなもの、懐メロなど、幅広い年齢層を

考えて、極端なジャンルには走らず、振分けをしてかけています。 

委 員： 流行りの曲ばかりだと付いていけないが、懐メロはつい聞き入ってしまう、

という事もあり、「部屋のＢＧＭ代わりにマックテレビを付ける」、という意

見はとても共感できる。 

 

委 員： そもそも、どのぐらいの市民の方がご覧になっているのか？ 

事務局： 有線放送の電波を分けるケーブルに口が付いており、現在約 17,000 世帯

に電波が行っているので、単純に言って 17,000 人はテレビをみているだろ

うということになります。ただ今後はアンテナで見られる様になるので、よ

り多くの方が見られることになります。今後、そういうことを告知して、マ

ックテレビを見て頂けるようにしていければと思います。だいたい接続され

ている家の割合でいうと、９割ぐらいです。 

 

委 員： 番組表を見ると、夜中、深夜に再放送を何度もしているが、夜中に放送す

ることのメリットはあるのか？ 

事務局： 前々年度までは、ショップチャンネルを流していたが、システムの関係上、

コピーガードをかけてはいけないということになり、流せなくなりました。

その時間がぽっかりと空いてしまったので、その時間を「録画をしていただ

ける時間」ということにし、ちょっと長い番組、同じような番組を少し繰り

返し流しています。 
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委 員： 年間予算と、予算方針はどのようになっているのか？ 

事務局： 番組制作委託料で約 7,000万、機械等の修繕料で 1,200万、電気料が何百

万と色々かかっており、予算書で公表しております。 

番組制作にかけられる予算は、毎年だいたい同じになるような財政方針に

なっています。アンケートで「こういう番組作ってほしい」という要望が様々

ありますが、どんな番組が作れるかというのは、だいたい制作費用で決まっ

てしまう所があります。制作費用の内訳としては人件費が多いですが、増や

してもらえない事が難しい予算の中で、工夫をして、より多くの人が求めて

いる番組にシフトしていくことになりますので、意見を頂きながら、こっち

を増やすためにはこっちを減らして、というような番組作りになっています。 

委 員： 視聴者にすると嬉しい意見だと思う。 

 

委 員： 子供の出番を多くしてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


